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　指しゃぶりには「見守るだけでよい時期・やめられるようはたらきかける時期」と，それぞ
れの子どもの発達段階に合わせた対処法があります．まずは子どもの年齢，指しゃぶりの状
況，周囲の環境，指しゃぶりの継続時間とそのときの様子などをしっかり観察し，どの対処法
が最も適しているのかを探ることから始めてみましょう．
　お母さんが焦れば焦るほど子どもにも緊張感が伝わってしまい，事態は好転しません．でき
るだけ穏やかな気持ちで，時間をかけてお子さんと向き合っていけば，必ず解決策が見つかる
はずです．ここがお子さん・お母さん双方にとっての頑張りどころです．根気よくやっていき
ましょう！

　乳児期の指しゃぶりは子どもの発達にとって意義の大きいものですので，赤ちゃん時代の指
しゃぶりはやめさせようと考えないでください．まだ手遊びなどもできない時期なのでそれほ
ど手が汚れているわけでもありませんし，あまり神経質にならなくても大丈夫です！　見守っ
てあげてください．

　赤ちゃんが手や指で口まわりに刺激を与え，そこから吸ったりしゃぶったりする動きが引き
出されることは，哺乳に関する反射的な行動がなくなってきて自らの意思で食べ物を取り込ん
でいく動きを覚えていくうえでとても重要です．また，手と口の協調動作の第一歩としての意
義もあります．「なめたり，しゃぶったり，吸ったりしながら子どもは成長していくもの」
と，おおらかな気持ちで受け止めてあげてください．なめても安全で着色料などを使用してお
らず，ある程度の大きさのある（誤飲・誤嚥防止のため）清潔なおもちゃなどを，いくつか用
意してあげるとよいでしょう．なめしゃぶる対象が，指からおもちゃや身の周りの物に広がっ
ていきます．

　「なめる・しゃぶる・吸う」などの行為のうち，指を深くくわえて強く吸うというような，
哺乳時に酷似した行動が長時間にわたって見られるようでしたら，哺乳との関連性を考える必
要も出てくるでしょう．時間制などにとらわれすぎて授乳が親の一方的なペースで進められ，
本人の生理的リズムと一致していない場合や，ミルクの量や授乳時間が不足している場合など
が考えられます.通常，そういったときには赤ちゃんは泣いて訴えますが，そうやって示した
サインを親がうまく受け止めて適切な対応をしてくれないときなどに，指を吸うという代償行
為で空腹を紛らわすこともあるでしょう．心当たりのあるお母さんは，授乳の状況を一度見直
してみてはいかがでしょうか．

発達段階別の，指しゃぶり対処法
　幼児期前半の子どもに見られる指しゃぶりについて，まず親がしなければならないのは指
しゃぶりそのものを問題視するのではなく，「どうして指しゃぶりから離れられないのか」と
いう原因を考えることです．遊びやその他のことに興味が向かない，周囲の人々とのコミュニ
ケーションの機会が少ないなど，周囲の環境との関わり合いの中で子どもの気持ちがなかなか
外界へ向かず，一人遊び的な指しゃぶりが続いているということもあるでしょう．この場合
は，主に刺激の少ないときや退屈なとき，ボーッとしているときに指しゃぶりが見られます．
　また，生活リズムが子どもの生理的欲求と合っていない場合や，相応しくない生活環境に
よって生じたストレスや不満を指しゃぶりで一時的に解消し，環境への不適応を無意識に訴え
ている場合も考えられます．就寝時や退屈そうにしているときだけでなく，昼間や遊びの最中
にも頻繁に指しゃぶりが見られる場合には，それは子どもからのサインかも知れません．子ど
もの置かれている状況を見直して何らかの問題が見出されたならば，その問題の改善を図る，
子どもへの接し方を変えてみるなどの対処をしてあげてください．
　生活環境には何ら問題がなくとも，子ども自身の気質や性格が指しゃぶりの継続と関連して
いる場合もあります．乳児期のころから敏感で神経質な子どもには，環境面においても十分な
配慮が必要であるとともに，指しゃぶりによって自ら不安や緊張を鎮めようとする機会が多く
なりがちであることを念頭に置いて，子どもの成長を待ちながら広い心で援助していくことが
大切です．

　この時期の子どもにとって指しゃぶりは快い刺激を与えてくれるもので，それ自体を悪いこ
とだと思う意識や罪悪感は，通常は起こらないものです．子どもにとっての指しゃぶりへのマ
イナス・イメージは大体が周囲の大人によって植えつけられるものであり，“大人から怒られ
る＝悪い行為” として認識していくものと思われます．
　子ども自身の発達や環境などの状況を考慮せずにやめさせようとする対応，きつく叱る，手
を縛るなどの恐怖によるやめさせ方は，一見すると効果的な方法に思えるでしょう．
　しかし，そのような対応をとられた子どもの側から見るとどうでしょうか？　その方法で指
しゃぶりをやめたとしても，好きなものを大人によって取り上げられたように感じるでしょ
う．指しゃぶりによって不安や緊張を解消していた子どもにおいては，他の気分解消の手段を
新たに探さなければならないこととなり，爪噛みなどの別の癖に結びつくこともあります．ま
たきつく叱れば叱るほど，かえって指への執着やこだわりを強く持ってしまう子どももいま
す．子どもの生活リズムを整え，屋外での遊びや運動などで十分にエネルギーを発散させ，一
緒におしゃべりを楽しむ，手を使った遊びに誘うというような対応を心がけるうちに，急には
やめられなくても，指しゃぶりの頻度は確実に減っていくことでしょう．

Point ① 口への刺激の重要性

Point② 長時間の指しゃぶりは哺乳との関連も

Point お母さんから遊びに誘ったり，話しかけたりして気分転換を促しましょう！
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１）乳児期 …指しゃぶりの意義を認めましょう！

２）幼児期前半 …指しゃぶりが続く原因を考えてみましょう！
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おしゃぶりを与えれ
ば，指しゃぶりは

治る？

短期間なら問題あり
ませんが，長期間に

及ぶ

とあまりよくありま
せん

　指しゃぶりをやめ
させようとすると嫌

がってむずかるので
おしゃぶりで代用し

ているの

ですが，おしゃぶり
を与えていれば指し

ゃぶりは治りますか
？

　おしゃぶりは，む
ずかったり泣いたり

している赤ちゃんを
なだめるにはとても

便利なア

イテムです．しゃぶ
る行為が生理的なも

のである乳児期には
，上手な使い方で育

児にお

しゃぶりを取り入れ
てもよいでしょう．

 

　ただし，静かにし
ているからといって

長時間おしゃぶりを
与えておくことは好

ましくあ

りません．たとえば
指に“吸いダコ”がで

きてしまい，そちら
の治療を優先したい

というよ

うな場合には，一時
的におしゃぶりで指

の代用をさせるのは
有効であるといえま

す．です

が，おしゃぶりも指
しゃぶりも“しゃぶる

”という行為自体には
変わりがありません

ので，

しゃぶる行為そのも
のをやめていく方向

にはつながりません
．

　米国の非営利民間
団体と米国立小児保

健発育研究所（NICH
D）のチームが発表し

た論文では，

1997～2000年の4
年間にカリフォルニ

ア州で突然死した乳
児185人と，そうで

ない312人の

データを比較し，SI
DSを引き起こしやす

いうつぶせ寝や，喫
煙習慣のある母親が

添い寝するなど

の環境でも赤ちゃん
が就寝時におしゃぶ

りを使っている場合
は，リスクが10分の

1以下になる，

としました．

　その理由として，
寝具や柔らかなぬい

ぐるみなど赤ちゃん
の窒息を引き起こし

やすいものが顔

にかかっても，おし
ゃぶりの付属部品が

顔への密着を防ぐこ
となどが挙げられて

いました． 

　しかし，SIDSその
ものの原因について

と，おしゃぶりによ
る予防の関連性につ

いては証明され

ていないので，他の
国では慎重な見方を

しています．

　米国はもともとお
しゃぶりに寛容な文

化があり，街中でも
3，4歳児までもがお

しゃぶりをくわ

えているほどです．
おしゃぶりの長期使

用がもたらす弊害に
ついては調査研究も

多くされていま

すが，他の国に比べ
て大きく報道される

ことが少ないのも，
このような背景が関

連しているもの

と思われます．

おしゃぶりは乳幼児
突然死症候群（SID

S）を予防する？

「電車の中やお店の
中でも，おとなしく

いい子にしていてく
れるから…」．おし

ゃぶりは，お

母さん方にとっては
とても便利なアイテ

ムですよね．でも子
どもにとっては，絶

対に必要なも

のというわけではあ
りません．便利なも

のだけに，使い方を
工夫したいものです

．

　近年，日本ではア
レルギー性鼻炎や扁

桃腺肥大による口呼
吸の子どもが増えて

きたと実感す

る臨床家が多く，一
部でおしゃぶりを口

呼吸防止に有効なト
レーニング器具とし

て勧める傾向

があります．しかし
，乳児期に通常は鼻

呼吸を行っている赤
ちゃんに，あえてお

しゃぶりを積

極的に用いることは
推奨できません．

　また2005年の秋に
，米国小児科学会の

乳幼児突然死症候群
（SIDS）専門委員会

が従来の姿

勢を大幅に変更し，
SIDS発生を抑制する

有効な手段として睡
眠時のおしゃぶり使

用の推奨を

おしゃぶりは大人に
とっては便利なアイ

テム！　

でも子どもには…？

お
し
ゃ
ぶ
り
を
与
え
れ
ば
，
指
し
ゃ
ぶ
り
は
治
る
？

勧告しましたが，お
しゃぶりがどのよう

に

SIDSの発生を抑制す
るのかについても具

体

的には証明されてい
ません．

　一方，母乳哺育児
のSIDS発生率が低い

こ

とは，以前からよく
知られていました．

母

乳育児中のお母さん
，また妊娠中のお母

さん

で母乳育児を希望し
ている方には，あま

りお

しゃぶりを使わない
ことをお勧めします

2）．
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